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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 東邦大学 大学名 東邦大学 

研究プロジェクト名 自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【目的・意義】自己免疫疾患は、T 細胞をはじめとする免疫担当細胞の過剰な活性化により惹

起される。本事業は、①自己免疫疾患発症にかかわる免疫担当細胞を活性化する異常蛋白を探索

すること、②発症機序解明を進めることにより、疾患の病態を反映するバイオマーカーを同定すること、

さらに、③病態に基づく異常蛋白やバイオマーカーを標的とした新薬創製、そして④プロバイオティク

スを含めた疾患予防法へ展開させることを目的とする。 
【研究計画】本事業は、基礎的検討を加える「自己免疫疾患に関わる細胞機能解析グループ」

と臨床検討を主とする「自己免疫疾患病態解析グループ」とから構成され、臨床班では「膠原

病、自己免疫性水疱症、血管の炎症性疾患患者の中に存在する蛋白」を検討する一方、基礎班

において「T細胞や好中球などの免疫担当細胞の初期/成熟応答」を検討する。平成26年度から

28年度までに基礎研究班では遺伝子発現を包括的に調節するSATB1と小児アレルギー・自己免

疫疾患患者における好中球の機能解析を行う。臨床班では自己免疫疾患患者から検出されるサ

イトカインなどの種々のバイオマーカーを探索する。平成29年度からは、臨床検討で得られた

免疫担当細胞の過剰な活性化に関与する蛋白に焦点をあて基礎的検討系を応用してその機能

を確認する。そして、特定蛋白により惹起される免疫応答を抑制するための新規治療法・効率

的予防法の創製を目指す。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本プロジェクトの 4 目標の内、主に以下の点で進捗をみ成果を得た。 
①【免疫担当細胞を活性化する異常蛋白の探索】 SATB1 は胸腺における中心性免疫寛容を実

行する重要分子であり、SATB1 欠損マウスの自己免疫疾患は自己反応性 T 細胞が胸腺内で排除

されず末梢に移行することで発症することを解明した。一方、好中球機能と小児アレルギーの

発症契機となる感染症との関連について、小児においても好中球は感染後早期に活性化し、病

原体の種類により免疫受容体発現、サイトカイン応答が異なることを証明した。 
②【疾患病態を反映するバイオマーカー探索】 細胞増殖・遊走、血管新生などに関わる分子で

あるミッドカイン(MK)は、関節リウマチ（RA）患者で有意に高値を呈し、疾患活動性や身体

障害度、リウマトイド因子と正相関する。さらに、MK はヒト滑膜組織で発現し、滑膜細胞の

IL-6 や IL-8 産生を誘導することを証明し、MK が RA 病態形成に関与する有望な新規バイオマ

ーカーとなりうることを提唱した。さらに、疾患活動性を反映するもう一つのバイオマーカー

候補として、急性期川崎病の重症度を反映する他、炎症性腸疾患でも高値を示す血管細胞形質

制御因子である可溶性 LR11（sLR11）が見いだされた。 
③【病態に基づく治療法の確立】Candida 細胞壁由来物質による川崎病類似マウス系統的血

管炎誘発モデルでは、TNF-αに加えて IL-6、KC/GRO が血管炎発生と密接に関連し、抗 TNF-α
抗体投与により血管炎発生は完全に抑止されることを証明した。また、落葉状天疱瘡患者から

単離された種々の抗 Dsg1 モノクローナル抗体は協調して p38MAPK 依存性に水疱形成に関与

することが証明され、新たな治療戦略指針を示した。 
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平成 26 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名     東邦大学        ２ 大学名       東邦大学        

 

３ 研究組織名          自己免疫疾患先端医療技術センター           

 

４ プロジェクト所在地      東京都大田区大森西 5-21-16                  

 

５ 研究プロジェクト名      自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成      

 

６ 研究観点            研究拠点を形成する研究                   

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

髙橋 啓 
医学部 

病院病理学講座（大橋） 
教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数   31 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

髙橋 啓 
東邦大学医学部医学科

（病院病理学講座）・教授 

難治性血管炎発症における Th17

細胞の関与と新規治療法の開発 

共生真菌由来血管炎発生における

Th17 分化機構解析と制御法創製 

宮崎 修一 
東邦大学医学部医学科

（先端医科学研究センタ

ー）・教授 

自己免疫疾患における好中球機

能解析と制御機構解析 

小児由来好中球機能解析と制御技

術の開発 

近藤 元就 
東邦大学医学部医学科

（免疫学講座）・教授 

自己免疫疾患における SATB1 遺

伝子の T 細胞制御機構解析 

SATB1 遺伝子に着目した T 細胞制

御機構の解析 

川合 眞一 
東邦大学医学部医学科

（内科学講座膠原病科）・

教授 

膠原病の炎症病態にかかわる新

規液性因子とその制御法の開発 

自己免疫応答におけるアディポカイ

ン、ミッドカイン関与解析と治療薬創

製 

武城 英明 
東邦大学医学部医学科

（内科学講座消化器科）・

教授 

炎症性腸疾患における腸管粘膜

免疫機能解析とその制御法解明 

疾患特異的蛋白および病態を反映

する新規マーカーの検出と治療法

創製 

石河 晃 
東邦大学医学部医学科

（皮膚科学講座）・教授 

自己免疫性水疱症の病因解明と

制御技術の開発 

自己反応性 B 細胞機能解析と制御

法の創製 

（共同研究

機関等） 
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

自己免疫疾患における好中

球機能解析と制御機構解析 

東邦大学医学部

医学科（先端医

科学研究センタ

ー）・教授 

宮崎 修一 
小児由来好中球機能解

析と制御技術の開発 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東邦大学医学部医

学科（先端医科学研

究センター）・教授 

東邦大学医学部医学科（先

端医科学研究センター）・教

授 

赤坂 喜清 

自己免疫疾患の臓器

線維化の制御技術の

開発 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

膠原病の炎症病態にか

かわる新規液性因子と

その制御法の開発 

東邦大学医学部

医学科（内科学

講座膠原病科）・

教授 

川合 眞一 

自己免疫応答における

アディポカイン、ミッドカ

イン関与解析と治療薬

創製 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

東邦大学医学部医

学科（内科学講座膠

原病科）・教授 

東邦大学医学部医学科（内

科学講座膠原病科）・教授 
南木 敏宏 

自己免疫疾患におけ

るケモカイン、アディ

ポカインの関与の解

明とその阻害による

新規治療開発 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 目的・意義： 免疫応答異常により生じる様々な疾患には環境要因の変容を含む多種多様

な因子が関与しているが、Th 細胞はじめ免疫担当細胞の過剰活性化が病態の基盤をなして

いる。しかし、いかなる物質が免疫担当細胞の過剰活性化を惹起し、いかなる経路を経て発

症に至るのか、病因・病態の詳細についてはいまだ明らかでない点が多い。本研究プロジェク

トでは全身性・臓器特異性免疫疾患について多角的な解析を行い、疾患特異的蛋白やTh細
胞をはじめとする免疫担当細胞の過剰活性化を引き起こす因子を同定することを目指す。具

体的には、1．臨床研究班にて、アレルギー・リウマチ性疾患、皮膚水疱症、炎症性腸疾患、

血管炎において疾患特異的に発現する蛋白の検出、解析を行う。2．基礎研究班にて、リンパ

球や好中球に対する同物質の免疫応答異常誘発を in vivo, in vitro 両面から解析する。 

 
研究計画の概要： 平成 26 年度から平成 28 年度まで、臨床班では「自己免疫疾患患者検

体から検出されるサイトカインをはじめとする種々のバイオマーカー」を探索し、疾患特異性に

ついて検討する。基礎研究班では「遺伝子発現を包括的に調節する SATB1 とアレルギー・自

己免疫疾患患者由来好中球の機能解析」を行う。 平成 29 年度、平成 30 年度は、臨床検討

で得られた自己免疫疾患に関与する候補蛋白について、基礎的検討系を応用してその機能

を確認し、この特定蛋白を基に新規治療法・効率的予防法の創製を目指す。 

（２）研究組織 

本プロジェクトの 4 つの目標を達成するため、臨床検討を主とする「自己免疫疾患病態解析グ

ループ」と、基礎的検討を加える「自己免疫疾患に関わる細胞機能解析グループ」とを結成し

た。基礎班では「免疫担当細胞の初期・成熟応答」を、臨床班では「自己免疫疾患患者検体

中に存在する蛋白同定」を検討するため、以下の役割分担からなる研究組織を構築した。 
1．免疫疾患にかかわる細胞制御機構の解析・制御を行う基礎的検討班 

  
2．疾患病態解析・制御へ向けた臨床研究班 

 
本プロジェクトは、上記研究者に加え国際的な最先端研究を目指す若手研究者を積極

的に登用し、大学院生をはじめ PD、RA10 名以上が研究に常時参加し、戦略性に長け

た若手研究者育成のための研究拠点の確立を目指した。研究代表者は、病院病理学講座

教授として、系統的血管炎、特にいまだに原因の明らかでない川崎病について人体、動

物モデル両面の検索により病因・病態解析を行う一方、自己免疫疾患の先進的知見を収

集し、研究成果を有機的に結合させ、自己免疫疾患を制御する研究拠点の形成に専心し

てきた。年 1 回プロジェクト報告会を公開で開催し、各グループの進捗状況の点検を行

最終的に、①自己免疫疾患発症にかかわる T 細胞過剰活性化因子の同定 
②疾患の病態を反映するバイオマーカーの同定 
③病態を是正する新薬創製 
④プロバイオティクスを含めた疾患予防法の確立、を目指す。 

4) 共生真菌由来血管炎発生における Th 細胞分化解析・制御 (高橋班、5 名) 
5) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明 (武城班、4 名) 
6) リウマチ膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン解析・制御 (川合班、7 名) 
7) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御 (石河班、6 名) 

 
 

1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析 (近藤班、5 名) 
2) アレルギー・自己免疫疾患小児の好中球機能解析・制御 (宮崎班、4 名) 
3) 自己免疫性疾患における臓器線維化制御技術の開発 (赤坂班 4 名、(宮崎班に代

わり平成 28 年度から参画)) 
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うと共に、外部評価委員の評価を受け、今後の方針を是正することに努めてきた。さら

に、基礎班と臨床班との間で定期的な意見交換の場を設けると共に、報告書の提出を求

めその内容をグループ間で公開し進捗状況の把握と情報共有を諮ってきた。また、プロ

ジェクト検討委員会(高橋 啓、高松研医学部長、赤坂喜清先端医科学研究センター教

授、事務・会計担当の藤居英明)を開催し、討議事項を班責任者にメール配信し各班の

研究計画や共同研究調整に努力している。研究班は平成 28 年度まではそれぞれの研究

課題解析に励んできたが、平成 29 年度からそれぞれの研究成績を有機的に結合させ、

目標達成に向けてチーム間連携を諮っていく。研究支援体制として研究基盤センターや

実験動物センターを中隔とする研究施設や研究装置設備を常時稼働させ研究成果の着

実な蓄積を諮ってきた。設定された共同研究機関はないが、これまでに UC San Giego
小児免疫学教室、国立成育医療研究センターなどと意見交換、討議を行い、研究の方向

性の確認と多面的な知見収集に努力している。 
 

 
 

（３）研究施設・設備等 

【研究施設】 
研究基盤センター：450 ㎡、利用者数：100 人/週 
実験動物センター： 1,510 ㎡、利用者数：200 人/週 
総合研究部実験センター：614 ㎡、利用者数：200 人/週 
免疫学講座：272 ㎡、利用者数：28 人/週  
大橋・総合研究部：20m2、利用者数:30 人/週 
佐倉・総合研究部館：56m2、利用者数 30 人/週 

【主な研究装置、設備】 
実験動物飼育用特殊空調装置、利用時間 168 時間/週 
実験動物飼育用清浄空気調和装置、稼働時間 168 時間/週  
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MesoQuickPlex マルチイムノアッセイシステム、稼働時間 15 時間/週 
ImageQuant LAS 4010 システム、稼働時間 10 時間/週 
島津質量分析システム LCMS-8040、稼働時間 10 時間/週 
カールツァイス:共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM700、稼働時間 10 時間/週 
凍結超薄切片作成システム EM-UC7+EMFC、稼働時間 10 時間/週 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
本研究プロジェクトの 4 つの目標：①自己免疫疾患発症にかかわる T 細胞過剰活性化因子

の同定、②疾患の病態を反映するバイオマーカーの同定、③新薬創製、④プロバイオティクス

を含めた疾患予防法の確立の内、これまでの研究により主に目標①、②で、一部③について

進捗をみた。 
1．免疫疾患にかかわる細胞制御機構の解析・制御を行う基礎的検討 
＊1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析 
 SATB1 は胸腺における中心性免疫寛容に重要な分子であり、SATB1 遺伝子欠損により

自己反応性 T 細胞が胸腺内で正常に排除されず末梢に移行することで自己免疫疾患病

態を形成する ことが明らかになった。＜達成度 70％＞ 
2) アレルギー・自己免疫疾患および小児由来好中球機能解析・制御 
 小児のアレルギー誘発要因となる感染症について、好中球の TLR2 および TLR4 発現と血

清サイトカイン濃度を検討し、小児期においても感染後早期に好中球は活性化のピークを迎

え、さらに、病原体の種類によってサイトカイン応答が異なるなど、免疫応答のバランス調節が

行われていることが確認された。＜達成度 50％＞ 
＊3) 自己免疫疾患の臓器線維化の制御技術の開発 

bFGF 添加により誘導される線維化抑制性 microRNA を探索し、見出された miR-146b-5p
は PDGF の発現性を受容体レベルで抑制することで線維芽細胞による過剰な修復反応を抑

制させる 機構を明らかにした。＜達成度 70％＞ 
2．疾患病態解析・制御へ向けた臨床研究 
＊4) 共生真菌由来血管炎発生における Th 細胞分化解析・制御 

ヒトに常在する Candida albicans の細胞壁由来糖タンパクで誘発される川崎病類似マウス

系統的血管炎モデルは TNF-α に加え IL-6、KC/GRO が血管炎と密接に関連 しており、抗

TNF-α 製剤投与により血管炎発生は完全に抑制される ことが示された。＜達成度 60％＞ 
＊5) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン解析・制御 
細胞増殖・遊走、血管新生に関わる分子であるミッドカイン（MK）は、健常人に比し関節リウ

マチ（RA）患者で有意に高値で、疾患活動性や身体障害度、リウマトイド因子と相関する。

MK はヒト滑膜組織で発現し、滑膜細胞の IL-6 や IL-8 の産生を誘導する。RA の病態形成に

関与する因子として新規のバイオマーカーとなる可能性がある。＜達成度 70％＞ 
＊6) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明 
平滑筋細胞フェノタイプレギュレーター、可溶性受容体 LR11（sLR11）は 川崎病の血管合

併症で高値 となる他、炎症性腸疾患、自己免疫性胆道疾患においても上昇 し、自己免疫疾

患細胞の病態をあらわすバイオマーカーになる可能性がある。＜達成度 50％＞ 
＊7) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御 
器官培養観察系において、単独で水疱形成を起こさない非病原性抗 Dsg1 モノクローナル

抗体は、単独で水疱形成を引き起こす 病原性 Dsg1 モノクローナル抗体と混合することにより

表皮細胞内の Dsg1 の凝集を p38MAPK 依存性に誘導し細胞接着阻害活性を相乗的に増加

させる ことが見いだされた。＜達成度 60％＞ 
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＜特に優れた研究成果＞ 

1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析： SATB1cKO マウスでは、末梢性ではなく中心性

免疫寛容の破綻により、自己免疫疾患症状を呈することが初めて明らかにされた。 
2) アレルギー・自己免疫疾患小児由来好中球機能解析・制御： 小児においてもアレルギー

や感染症による好中球活性化や免疫応答は成人のそれと同様に機能することが示された。 
3) 自己免疫疾患の臓器線維化の制御技術の開発： 臓器障害の際に生じる線維化に対し、

bFGF により誘導される過剰線維化抑制機構の詳細を初めて明らかにした。 
②疾患病態解析・制御へ向けた臨床研究 
4) 共生真菌由来血管炎発生における Th 細胞分化解析・制御： Candida 菌体成分由来血

管炎誘発モデルでは川崎病同様、単球/マクロファージの活性化と TNF-α 高値が血管炎と深

く関連し、抗 TNF-α 抗体投与で血管炎は抑制される。本分子は PAMPs として作用し、パター

ン認識受容体を介した自然免疫応答が血管炎発生にかかわっている可能性を示した。 
5) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン解析・制御： 膠原病の中でも関節リ

ウマチの病態にかかわる分子（ミッドカイン）を新たなバイオマーカー候補として提唱した。 
6) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明： 血管細胞形質制御因子である

sLR11 は川崎病や自己免疫疾患、炎症性腸疾患の病勢・病態をあらわすバイオマーカーとな

る可能性を示した。 
7) 自己免疫性水疱症における自己反応性 B 細胞機能解析・制御：非病原性抗 Dsg1 モノク

ローナル抗体は、病原性抗体と混合、協同することで、細胞接着阻害活性を相乗的に増加さ

せる水疱を形成する機序を初めて報告した。 
 
＜問題点とその克服方法＞ 

1) SATB1 遺伝子の T 細胞制御機構解析： SATB1cKO マウスの自己免疫疾患病態形成

における末梢性免疫寛容の関与をより明らかにするため細胞移入や Treg 細胞に注目し

た解析を行う必要がある。 
2) アレルギー・自己免疫疾患および小児由来好中球機能解析・制御： アレルギー・自己免

疫疾患患者におけるTLR2,４の蛋白発現、mRNA発現を感染症におけるそれと比較し差異検

討する必要がある。 
3) 自己免疫疾患の臓器線維化の制御技術の開発： 線維化抑制性 microRNA の発現を誘

導する bFGF 投与の至適条件、bFGF 以外の線維化抑制誘導因子の検討を行う。 
4) 共生真菌由来血管炎発生における Th 細胞分化解析・制御： 血管炎発生における自然

免疫の関与について dectin をはじめとするパターン認識受容体の解析を進めると共に、

Candida 感染症の際に生体防御機構として重要な Th17 の関与を検討する。 
5) リウマチ・膠原病におけるアディポカイン、ミッドカイン（MK）解析・制御： MK 産生の制御

機構を検討するとともに、膠原病の治療として広く用いられているステロイド投与がMK発現に

与える影響を検討し、治療効果判定のバイオマーカーとなりうるかをする必要がある。 
6) バイオマーカーによる自己免疫疾患の細胞病態の解明： より多くの自己免疫疾患患者に

対して sLR11の病勢、病態を反映するバイオマーカーとしての有用性を検討する必要がある。 
7) 自己免疫性水疱症における自己反応性B細胞機能解析・制御： 非病原性抗体はなぜ病

原性抗体との共存下で水疱形成相乗作用を示すのか、その機構について検討する。 
 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

1) SATB1 遺伝子異常は自然発生的に諸臓器に慢性炎症を引き起こすが、臓器病変の詳細

を明らかにすることで、新たな自己免疫疾患モデルとして確立される可能性がある。 
2) 線維化抑制に関与する特異的な細胞間制御分子miRNAの同定は、核酸創薬による新規
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治療薬開発による特許出願が可能となり得る。 
3) 膠原病、特に RA の病勢を反映するバイオマーカーとしてのミッドカイン、炎症病態を反映

する sLR11 の測定系樹立により特許出願し得る。 
 
＜今後の研究方針＞ 

本研究プロジェクト4目標のうち、これまでに①免疫疾患発症にかかわるT細胞過剰活性化

因子の同定、②疾患の病態を反映するバイオマーカーの同定について成果を得た。基礎・臨

床班で得らたこれらの知見はいずれも自己免疫疾患の病因、病態を考えるうえで示唆に

富むものであり、抗体療法、シグナル伝達阻害薬などの新規治療法開発を考えるうえで貴重

な基礎データとなる。今後の研究方針については以下の通りとする。 
目標②『疾患の病態を反映するバイオマーカーの確立』 臨床班が示したバイオマーカ

ー候補蛋白である MK, sLR11 に対して、基礎班での in vitro, in vivo の検討。他の研究班

で対象とする自己免疫疾患での有用性についてチーム間連携を図り評価を行う。また、

測定系の評価についても検証を行う。 
目標③『新薬創製』 SATB1 分子発現制御による自己免疫疾患病態の是正、線維化抑制

に働く mRNA 同定による核酸創薬、MK, LR11 に対する分子標的治療、p38MAPK シグ

ナル伝達阻害による水疱形成阻害、自然免疫応答受容体阻害による血管炎発症治療など

新規治療法の開発を目指す。 
目標④『疾患予防』 自己免疫疾患発症における微生物叢の関与に注目し、炎症性腸

疾患や血管炎における微生物叢変容と炎症マーカーの誘導・発現について検討し、疾患予

防の手掛かりとする。 
 

＜今後期待される研究成果＞ 

1) 免疫寛容の破綻により生じる自己免疫疾患の制御分子(SATB1)の異常を細胞移入など

により是正することで、持続する慢性炎症反応による組織傷害の改善が可能となる。 
2) 組織傷害の結果引き起こされる線維化機構を解明することで、自己免疫疾患による肺

や肝臓などの過剰な線維化の制御が可能になる。 
3) 自己免疫疾患による炎症の際に発現し、病因・病態と関連する分子を同定し、その測定

系を開発することで、診断補助、疾患活動性を把握することが可能となる。さらに、病因、病態

に基づいた新規治療創成が期待出来る。 
 

＜自己評価・外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

年度末開催事業報告会で外部評価委員 [斧 康雄教授（帝京大学医学部微生物学）、本

橋新一郎教授（千葉大学大学院医学研究院免疫細胞医学）]による評価を受けた。プロジェク

ト運営委員会高橋 啓、高松研医学部長、赤坂喜清先端医科学研究センター教授、事務・会

計担当の藤居英明)は①評価者の評価、②学会発表並びに論文投稿状況、③研究の進捗状

況・発展性を総合的に評価し費用対効果を査定し、各研究班の維持・研究資金配分等を決

定している。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  自己免疫性疾患       （２）  免疫寛容           （３）  バイオマーカー     

（４）  炎症性サイトカイン     （５）  自己抗体           （６）  系統的血管炎     

（７）  水疱性皮膚疾患       （８）  膠原病              

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 
 研究テーマ 研究者名 発表論文名・著者名 発表年月 
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2015 年 
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and Krangel, M.S. An anti-silencer- and 
SATB1-dependent chromatin hub regulates 
Rag1 and Rag2 gene expression during 
thymocyte development. J. Exp. Med. 212, 
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4 
  *1 T. Kuwabara, H. Kasai, M. Kondo. 

Acetylation modulates IL-2 receptor signaling 
in T cells. J. Immunol. 197: 4334-4343, 2016. 
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5 
  *1 田中ゆり子、近藤元就 T細胞分化に必須
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66：164−168, 2016. 
2016 年 

6 
  *1 近藤元就  免疫寛容に必須な核蛋白：

SATB1医学のあゆみ 259：261−262, 2016. 2016 年 

7 

  Kuwabara T., Ishikawa F., Kondo M., Kakiuchi 
T., The role of IL-17 and related cytokines in 
inflammatory autoimmune diseases. Hindawi 
Mediators of Inflammation, 3908061, 2017. 

2016 年 

8 
自己免疫疾患小児

由来好中球機能解

析・制御 
宮崎 修一 

Hirota N, Ito T, Miyazaki S, Ebina M, Homma 
S. Gene expression profiling of lungs 
myofibroblasts reveals the anti-fibrotic effects 
of cyclosporine. Tohoku J Exp Med 
233:283-93, 2014 

2014 年 

9 
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2014 年 
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central nervous system. Virulence 5:665-72, 
2014 
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自己免疫疾患の臓

器線維化の制御技

術の開発 

赤坂喜清 

安東賢太郎, 中村裕二, 星合清隆, 岸江拓

也, 柏木克彦, 曹新, 小原浩, 中瀬古（泉）寛

子, 高原章, 赤坂喜清, 杉山篤. 正常犬 と
正常ブタ間でのジピリダモール負荷後の心電

図変化の差異 ― 側副血行路が冠盗流

（coronary steal）の原因か？ 心電図. 2015, 
35: 79-80. 

2015 年 

12 

  加藤 文彦, 永瀬 剛司, 山本 聖一郎, 赤坂 
喜清, 中川 基人. 茎捻転をきたした胃 GIST
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333-339. 

2015 年 

13 

  Hamanoue M, Morioka K, Ohsawa I, Ohsawa 
K, Kobayashi M, Tsuburaya K, Akasaka Y, 
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Cell-permeable p38 MAP kinase promotes 
migration of adult neural stem/progenitor cells. 
Sci Rep.  2016, 211(7), 10. 

2016 年 

14 
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Basic Fibroblast Growth Factor Induces 
Angiogenic Properties of Fibrocytes to 
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Healing. American Journal of Pathology 186 
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2016 年 

15 

  Matsukura S, Nakamura Y, Ohara H, Cao X, 
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Y, Sugiyama A: Feasible induction of coronary 
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-876 , 2016 

2016 年 

16 

  *3, *5 Shindo E, Nanki T, Kusunoki N, 
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-59 , 2017 

2017 年 

17 
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髙橋 啓 
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18 
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19 
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キスト（改訂第２版）. 診断と治療社, 2015, 
253-256. 

2015 年 

3 
  高橋啓, 大原関利章, 横内幸. “急性期冠動脈

病変：病理”. 小児科臨床ピクシス（全訂新版）

川崎病のすべて. 中山書店, 2015, 132-135. 
2015 年 

4 
  高橋啓, 大原関利章, 横内幸. “遠隔期冠動脈

病変：病理”. 小児科臨床ピクシス（全訂新版）

川崎病のすべて. 中山書店, 2015, 164-165. 
2015 年 

5 
  *4 高橋啓. “川崎病の病理組織学的特徴”. 川

崎病の基本. 協和企画, 2015, ,23-29. 
2015 年 

6 

  *4 Oharaseki T, Yokouchi Y, Enomoto Y, 
Takahashi K. ” Histopathology of Coronary 
Arteritis in Acute Kawasaki Disease and Murine 
Systemic Vasculitis Induced by Candida 
Albicans Cell Wall Polysaccharide”. Kawasaki 
Disease. Current Understanding of the 

2016 年 
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Mechanism and Evidence-Based Treatment. 
Springer, 2016, 11-16. 

7 

  *4 Takahashi K, Oharaseki T, Yokouchi Y, 
Enomoto Y. “Histopathological Characteristics 
of Noncardiac Organs in Kawasaki Disease”. 
Kawasaki Disease. Current Understanding of the 
Mechanism and Evidence-Based Treatment. 
Springer, 2016, 17-22. 

2016 年 

8 

炎症性腸疾患にお

ける腸管粘膜免疫

機 能 解 析 ・ 制 御 

(武城班) 

武城 英明 

黒田正幸，武城英明(分担) ：脂質異常症の遺

伝子細胞治療-LCAT 欠損症患者への新規治

療法の開発- ，Annual Review 糖尿病・代謝・

内分泌 2015 (寺内康夫ほか編）p128-132．中
外医学社,東京, 2015 

2015 年 

9 

  *6 武城英明：LDLR ファミリーと LR11，脂質代

謝異常と関連疾患 《上巻》疾患モデルの作成と

利用(尾池雄一ほか編)p209-214．株式会社エ

ル・アイ・シー，東京，2015 

2015 年 

10 

リウマチ膠原病にお

けるアディポカイン、

ミッドカイン解析・制

御  

川合 眞一 

Kusunoki N, Kojima F, Kawai S. Effects of 
adipokines on prostaglandin E2 production by 
rheumatoid synovial fibroblasts. In: O’Keefe JM 
(Ed) Arachidonic Acid: Sources, Biosynthesis 
and Health Effects., pp 165-183, Nova Science 
Publishers, Inc., New York, 2014.  

2014 年 

11 

  川合眞一： 関節リウマチ診療ガイドライン 2014.  
今日の治療指針2016年版  1947-1952.  医学

書院,  東京, 2016 
2016 年 

12 

  川添麻衣, 鏑木 誠, 増岡正太郎, 進藤恵実

子, 佐藤洋志, 藤尾夏樹, 鹿野孝太郎, 村岡 

成, 田中菜穂子, 山本竜大, 金子開知, 蓮沼

智子, 川合眞一：  多発血管炎性肉芽腫症に

脊髄炎と末梢神経障害を合併した一例.  関東

リウマチ－興味ある症例とその問題点－第48集  
151-157.  医事出版社,  東京, 2015 

2016 年 

13 

  増岡正太郎，佐藤洋志，川添麻衣，進藤恵実

子，山田壯一，鹿野孝太郎，藤尾夏樹，村岡 

成，鏑木 誠，山本竜大，金子開知，田中菜穂

子，南木敏宏，川合眞一：  SLE に横静脈洞血

栓症を合併した二症例の検討.  関東リウマチ

－興味ある症例とその問題点－第 49 集  8-14.  
医事出版社,  東京, 2016 

2016 年 

14 
  浦部晶夫, 島田和幸, 川合眞一編集： 今日の

治療薬 解説と便覧 2016  1-1376.  南江堂,  
2016 年 
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東京, 2016 

15 

  川合眞一編集： ステロイドのエビデンス～ステ

ロイドの使い方の答えはここにある～.  1-374.  
羊土社,  東京, 2015 

2015 年 

16 

自己免疫性水疱症

における自己反応

性 B 細胞機能解

析・制御 (石河班) 

石河 晃 

*7 石河晃：「病理診断クイックリファレンス」尋常

性天疱瘡. 病理と臨床. 33（臨時増刊号）：

314,2015.4.  文光堂 
2015 年 4 月 

 

＜学会発表＞ 

 研究テーマ 研究者名 表題・著者名 発表年月 

1 SATB1 遺伝子の T
細胞制御機構解析  近藤 元就 

Regulation of lymphocyte development by 
extracellular factors and cell autonomous 
differentiation program. Motonari Kondo. 
National Yang-Ming University, Taipei, Taiwan, 
April, 2014. (招待講演). 

2014 年 4 月 

2   

早乙女壮彦, 渡邊美砂, 正田八州穂, 小峰由

美子, 田中ゆり子, 郭向華, 近藤元就, 佐地

勉： SATB1 遺伝子欠損マウスにおける自己免

疫疾患の病態解析.  第 26回 日本アレルギー

学会春季臨床大会,  京都府 京都市 日本,  
2014/05 

2014 年 5 月 

3 

  田中ゆり子, 郭向華, 向津隆規, 早乙女壮彦, 
桑原卓, 近藤元就： 免疫寛容における分子制

御機構の解析.  Kyoto T cell Conference 第 24
回学術集会,  日本 京都市,  2014/05 

2014 年 5 月 

4 

  Kuwabara T., Akiba Y., Tanaka Y., Naito T., 
Kondo M.： SATB1 is required for development 
of experimental autoimmune encephalomyelitis.  
43rd Annual Meeting of Japanese Society for 
Immunology, Kyoto, 2014/12 

2014 年 12 月 

5 

  Naito T., Muroi S., Taniuchi I., Kondo M.： Role 
of Eed in T-cell lineage decision and 
maintenance.  43rd Annual Meeting of Japanese 
Society for Immunology, Kyoto, 2014/12 

2014 年 12 月 

6 

  Tanaka Y., Sotome T., Kuwabra T., Akiba Y., 
Kondo M.： The function of SATB1 in a mouse 
model for sjogren's syndrome. 43rd Annual 
Meeting of Japanese Society for Immunology, 
Kyoto, 2014/12 

2014 年 12 月 

7 
  田中ゆり子, 桑原卓, 秋葉靖, 

Kohwi-Shigematsu, T., ：近藤元就： SATB1 欠
2015 年 5 月 
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損による自己免疫疾患発症機序の解析.  
Kyoto T cell Conference 第 25 回学術集会,  
日本 京都市,  2015/05 

8 

  Matsui Y., Naito T., Tanaka Y., Kondo M. ： Eed 
affects the differentiation of CD8αα+TCRαβ+ 
intraepithelial lymphocytes. 44th Annual 
Meeting of Japanese Society for Immunology, 
Sapporo, 2015/11 

2015 年 11 月 

9 

  Naito T., Tanaka Y., Taniuchi I., Kondo M.  ： 
Role of Eed in TGFβ-induced Th subset 
differentiation. 44th Annual Meeting of Japanese 
Society for Immunology, Sapporo, 2015/11 

2015 年 11 月 

10 

  Akiba Y., Kuwabara T., Tanaka Y., Naito T., 
Kondo M. ： Nuclear protein SATB1 is required 
for development of experimental autoimmune 
encephalomyelitis. 44th Annual Meeting of 
Japanese Society for Immunology, Sapporo, 
2015/11 

2015 年 11 月 

11 

  Kuwabara T., Kondo M.：Acetyltransferase CBP 
modulates interleukin-2 receptor signaling. 44th 
Annual Meeting of Japanese Society for 
Immunology, Sapporo, 2015/11 

2015 年 11 月 

12 

  Tanaka Y., Inoue A., Kondo M. ：CD4+ effector 
T cells produce both IFNand IL-4. 44th Annual 
Meeting of Japanese Society for Immunology, 
Sapporo, 2015/11 

2015 年 11 月 

13 

  田中ゆり子、桑原卓、井上彰子、Terumi 
Kohwi-Shigematsu、近藤元就 自己免疫疾患

発症における SATB1 の役割 第 26 回 Kyoto T 
cell Conference, 2016, 5 大津市 

2016 年 5 月 

14 

  Tanaka Y., Inoue A., Kuwabara T., Akiba Y., 
Naito T., Kondo M. The analysis of autoimmune 
disease development in SATB1 deficient mice. 
The 45th  annual meeting of the Japanese 
Society for Immunology 2016,  2016, 12 宜野

湾市 

2016 年 12 月 

15 

  Akiba Y., Kuwabara T. Tanaka Y., Naito T., 
Kondo M. Nuclear protein SATB1 is required for 
regulation of CE4 T cell. The 44th  annual 
meeting of the Japanese Society for Immunology 
2016, 2016, 12 宜野湾市 

2016 年 12 月 

16 自己免疫疾患小児 宮崎 修一 遊佐貴司、松岡正樹、小原 明、宮崎修一．好 2014 年 6 月 
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由来好中球機能解

析・制御 (宮崎班) 
中球の機能解析からみた川崎病と感染症の関

連性． 第 88 回日本感染症学会総会 福岡 

2014．6 

17 

  遊佐貴司、宮崎修一． アレルギー疾患小児に

おける好中球機能解析. 平成 26年度私立大学

戦略的研究基盤形成支援事業報告会 東京 

2015. 3 

2015 年 3 月 

18 

 

 

自己免疫疾患の臓

器線維化の制御技

術の開発 

 
 
赤坂喜清 

久保田 伊哉, 坪井 久美子, 浅田 俊樹, 乾山 
光子, 尾作 忠知, 馬越 俊輔, 金澤 真作, 緒
方 秀昭, 三上 哲夫, 赤坂 喜清, 渋谷 和俊, 
金子 弘真. 心臓腫瘍切除後に診断した甲状

腺未分化多形肉腫の 1例. 第27回日本内分泌

外科学会総会, 福島. 2015.5. 

2015 年 5 月 

19 

  矢尾 尊英, 秦 美暢, 牧野 崇, 肥塚 智, 大
塚 創, 石田 文昭, 本間 栄, 栃木 直文, 赤
坂 喜清, 伊豫田 明. 分離換気チューブで挿

管管理後に Dumon ステントを留置した右主気

管支狭窄の 1例. 第38回日本呼吸器内視鏡学

会, 東京. 2015.6. 

2015 年 6 月 

20 

  中道美保, 赤坂喜清, 岡根谷哲哉,今泉りさ, 
荻野晶弘, 岡田恵美, 大西清. 血管増殖因子

による骨髄間葉系前駆細胞の発現誘導と血管

新生. 第 24 回日本形成外科学会基礎学術集

会, 盛岡. 2015.10. 

2015 年 10 月 

21 

  木下 利雄, 小池 秀樹, 池田 隆徳, 赤坂 喜
清. bFGF による心筋組織修復の制御と機能分

子の探索. 第 45 回日本創傷治癒学会, 東京. 
2015.11. 

2015 年 11 月 

22 

  田中 嘉雄, 永竿 智久, 赤坂 喜清, 田口 則
行, 濱本 有祐, 上野 正樹. 乳房再建を目指

した in vivo Tissue Engineering Vascularized Fat 
Flap の作製. 第 45 回日本創傷治癒学会, 東
京. 2015.11. 

2015 年 11 月 

23 

  中道美保, 赤坂喜清, 大西清. bFGF 誘導性骨

髄間葉系前駆細胞(Fibrocyte)の同定と血管新

生メカニズム(イノベーションセミナー）. 第 45 回

日本創傷治癒学会, 東京. 2015.11. 

2015 年 11 月 

24 

  赤坂喜清. 慢性炎症の組織再改築を制御する

microRNA の探索. 私立大学戦略的研究基盤

形成支援事業 平成27年度事業報告会, 東京. 
2016.3. 

2016 年 3 月 

25   Akasaka Y, Nakamichi M, Inomata N, 2016 年 4 月 
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Akishima-Fukasawa Y, Kinoshita T,  Onishi K, 
Mikami T: Induction of CD34+/pro-collagen I+ 
fibrocytes in granulation tissues following bFGF 
injection into rat skin ulcer. 2016 Wound Healing 
Society annual meeting, Atlanta, Georgia, 
2016/04 

26 

  Akasaka Y, Nakamichi M, Fukasawa Y, Honma 
N, Onisi K, Mikami T: Involvement of bone 
marrow derived cells (fibrocytes) in 
angiogenesis during wound healing. The 105th 
Annual Meeting of the Japanese Society of 
Pathology, Sendai, Japan, 2016/05 

2016 年 5 月 

27 

  深澤由里、本間尚子、緒方秀昭、赤坂喜清、三

上哲夫: 乳房 Paget 病における血管新生メカニ

ズムの分子病理学的解析. 第 105 回日本病理

学会, 仙台, 日本, 2016/05 

2016 年 5 月 

28 

  Fujita K, Kuwabara T, Tome Y, Ito K, Tsukimoto 
A, Toshida Y, Wang B, Tanaka K, Mikami T, 
Akasaka Y,: Irradiation on NZBWF1 mice is an 
effective therapy for SLE- like morbidity. 
International congress of immunology, 
Melbourne, Australia, 2016/08 

2016 年 8 月 

29 

  赤坂喜清: 慢性心不全の病理:心筋組織再改

築と間質繊維化に る拡張性心不全の分子機

序. 第 43 回比較心電図研究会, 東京、日本, 
2016/09 

2016 年 9 月 

30 

  中道美保、赤坂喜清 、荻野晶弘 、望月聖

太 、岡田恵美 、大西 清 : 骨髄間葉系前駆

細胞(Fibrocyte)による新規の血管新生メカニズ

ム. 第 25 回日本形成外科学会基礎学術集会, 
大阪, 2016/09 

2016 年 9 月 

31 

  中道美保、深澤由里 、藤澤千恵 、三上哲

夫 、大西 清 、赤坂喜清 : 骨髄間葉系前駆

細胞(Fibrocyte)に る新 規の血管新生メカニズ

ムの解明. 第 46 回日本創傷治癒学会, 東京, 
2016/12 

2016 年 12 月 

32 

  赤坂喜清: 組織修復の制御機構と新規展開. 
第 149 回東邦医学会例会, 東京、日本, 
2017/02 

 

33 
共生真菌由来血管

炎発生における Th
細胞分化解析・制

髙橋 啓 
Oharaseki T, Yokouchi Y, Katsuzaki J, Yamada 
H, Ihara F, Miura N, Ohno N, Saji T, Suzuki K, 
Naoe S, Takahashi K. Anti TNF-α Drug Inhibits 

2014 年 5 月 
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御  Initial Process of Vasculitis in Animal Model of 

Kawasaki Diseas. Pediatric Academic Scocieties 
and Asian Society for Pediatric Research Joint 
Meeting 2014, Vancouver  Canada. 2014.5. 

34 

  Shimizu C, Jimenez-Fernandez S, Vejar M, 
Oharaseki T, Takahashi K, Andrea Salgado 
Andrea, Adriana H Tremoulet, John B Gordon, 
Lori B Daniels, Jane C Burns. Expression of 
Galectin-3 in the Myocardium and Arterial Walls 
of kawasaki Disease Patients. 11th International 
Kawasaki Disease Symposium, Honolulu, 
Hawaii,USA. 2015.2. 

2015 年 2 月 

35 

  Okamura Y, Imanaka K, Hiroe M, Matsushita T, 
Abe J, Ichida F, Saji T, Takahashi K, Shiraishi I, 
Suda K, Takeda A, Mitani Y, Yoshikane Y. 
Tenascin-C as a Novel Biomarker fou Predicting 
Therapeutic Effect in Kawasaki Disease. 11th 
International Kawasaki Disease Symposium, 
Honolulu, Hawaii,USA. 2015.2. 

2015 年 2 月 

36 

  Mitani Y, Tsuda E, Kato H, Ogawa S, Higaki T, 
Sawai T, Murase Y, Fujiwara M, Nakamura Y, 
Takahashi K, Ayusawa M, Kobayashi T, Ichida F, 
Matsushima M, Kamada M, Suda K, Ohashi H, 
Sawada H, Yokoi H, Hamaoka K. Emergence 
and Characterization of Premature Acute 
Coronary Syndrome in Young Adults with a 
Confirmed History of Kawasaki Disease in 
Japan:Clinical and Mechanistic Insight. 11th 
International Kawasaki Disease Symposium, 
Honolulu, Hawaii,USA. 2015.2. 

2015 年 2 月 

37 

  Imanaka K, Okuma Y ,Matsushita T, Hiroe M, 
Takahashi K. Tenascin-C can be a Novel 
Prognostic Biomarker For Kawasaki Disease. 
11th International Kawasaki Disease 
Symposium, Honolulu, Hawaii,USA. 2015.2. 

2015 年 2 月 

38 

  Yokouchi Y, Oharaseki T, Enomoto Y, Takahashi 
K. Tenascin-C Expression in Cardiovascular 
Lesion of Kawasaki disease. 11th International 
Kawasaki Disease Symposium, Honolulu, 
Hawaii,USA. 2015.2. 

2015 年 2 月 

39 
  Takahashi K, Oharaseki T, Yokouchi Y, Enomoto 

Y, Hayashi K, Asakura K, Saito K, Takada A. 
2015 年 2 月 
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Histopathological Analysis of Sudden Death 
Adults with Coronary Artery Aneurysms. 11th 
International Kawasaki Disease Symposium, 
Honolulu, Hawaii,USA. 2015.2. 

40 

  Oharaseki T, Yokouchi Y, Enomono Y, Yamada 
H, Miura N, Ohno N, Takahashi K. Peroral 
administration of extract of Candida albicans 
induce Kawasaki disease-like vasculitis in mice. 
11th International Kawasaki Disease 
Symposium, Honolulu, Hawaii,USA. 2015.2. 

2015 年 2 月 

41 

  Takahashi K, Oharaseki T. Candida 
albicans-induced systemic vasculitis in mice. 
11th International Kawasaki Disease 
Symposium, Honolulu, Hawaii,USA. 2015.2. 

2015 年 2 月 

42 

  三谷 義英, 津田 悦子, 賀藤 均, 小川 俊一, 
中村 好一, 高橋 啓, 横井 宏佳, 濱岡 建城. 
種々の小児疾患の成人期での診療移行の実態

と問題点、取り組み 先天性心疾患、川崎病、

血液悪性腫瘍、神経、内分泌 川崎病の診療移

行の問題点と方向性 成人期川崎病既往者に

おける急性冠症候群の実態から. 第 117 回日

本小児科学会学術集会, 名古屋. 2014.4. 

2014 年 4 月 

43 

  高橋啓. 系統的血管炎症候群としての川崎病 

～病理からみた動脈破綻機構と治療戦略～

（特別講演）. 第 10 回信州川崎病フォーラム, 
松本. 2014.4. 

2014 年 4 月 

44 

  大原関利章, 横内幸, 勝碕譲児, 榎本泰典, 
伊原文恵, 飯島雷輔, 原英彦, 高橋啓. 冠状

動脈多岐スパズムが疑われた一部剖検. 第 103
回日本病理学会総会, 広島. 2014.4. 

2014 年 4 月 

45 

  勝碕譲児, 大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 
伊原文恵, 山本泰弘, 福永真治, 高橋啓. 顆
粒膜細胞腫成分を伴ったセルトリ・ライデッヒ細

胞腫の一例. 第 103 回日本病理学会総会, 広
島. 2014.4. 

2014 年 4 月 

46 

  横内幸, 大原関利章, 勝碕譲児, 榎本泰典, 
伊原文恵, 今中恭子, 高橋啓. 川崎病の心臓

および冠状動脈におけるテネイシンＣの発現. 
第 103 回日本病理学会総会, 広島. 2014.4. 

2014 年 4 月 

47 

  高橋啓, 大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 勝
碕譲児, 林紀乃, 朝倉久美子, 斎藤一之, 高
田綾. 成人期川崎病既往ならびに冠状動脈瘤

2014 年 4 月 



（様式１） 
 

法人番号 131069 
プロジェクト番号 S1411015 

 
形成剖検例の病理組織学的検討. 第 103 回日

本病理学会総会, 広島. 2014.4. 
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2015 年 10 月 

96 

  田口勝二, 藤田正志, 村石佳恵, 佐々木智子, 
湯浅瑛介, 大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 
高橋啓, 吉川衛. 副鼻腔真菌症の検討. 第 54
回 日本臨床細胞学会秋期大会, 名古屋. 
2015.11. 

2015 年 11 月 

97 

  柿崎奈々子, 斉田芳久, 榎本俊行, 竹下惠美

子, 髙林一浩, 長尾さやか, 渡邊良平, 中村陽

一, 草地信也, 横内 幸, 高橋 啓. 急速な発

育を示した小腸腸間膜原発平滑筋肉腫の 1 例. 

2015 年 11 月 
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2015.11. 

98 

  新妻 徹, 斉田芳久, 榎本俊行, 竹下惠美子, 
髙林一浩, 長尾さやか, 長尾二郎, 草地信也, 
宮内倫沙, 冨永健司, 前谷 容, 横内 幸, 高
橋 啓. 貧血を契機に診断された小腸海綿状

血管腫の 1 例. 第 77 回 日本臨床外科学会総

会, 福岡. 2015.11. 

2015 年 11 月 

99 

  日原大輔, 宮内倫沙, 松井貴史, 三枝善伯, 
横内幸, 高橋啓, 前谷容. 脈絡膜悪性黒色腫

の肝転移に経皮的ラジオ波焼灼法（RFA)を施

行した 1 例. 第 41 回日本肝臓学会西部会, 名
古屋. 2015.12. 

2015 年 12 月 

100 

  宮内倫沙, 富永健司, 根本夕夏子, 三枝善伯, 
北川智之, 森麻紀子, 吉田有輝, 小山圭穂, 
松井貴史, 高橋厚子, 日原大輔, 堀江義政, 
山本修平, 長尾さやか, 榎本俊行, 斉田芳久, 
横内幸, 高橋啓, 前谷容. 貧血が契機となり発

見された空腸海綿状血管腫の 1 例. 第 101 回

日本消化器内視鏡学会関東支部例会, 東京. 
2015.12. 

2015 年 12 月 

101 

  沼野藤人, 高橋啓, 大原関利章, Shimizu C, 
Jimenez-Fernandaz S, Vejar M, Salgado A, 
Adriana H. Tremoulet,John B. Gordon, J 
C.Burns, Lori B.Daniels. 川崎病巨大冠動脈瘤

患者における心筋・血管線維化の新しいバイオ

マーカー Galectin-3. 第 12 回新潟川崎病研究

会, 新潟. 2016.2. 

2016 年 2 月 

102 

  高橋啓. 川崎病冠状動脈炎 -発症から遠隔期

まで-（特別講演）. 第 12 回新潟川崎病研究会, 
新潟. 2016.2. 

2016 年 2 月 

103 
  高橋啓. 川崎病の心血管病理（特別講演）. 第

7 回 川崎病セミナー in 千葉, 千葉. 2016.2. 
2016 年 2 月 

104 
  高橋啓. ANCA 関連血管炎と自己抗体. 第 4 回 

東京血管炎研究会, 東京. 2016.3. 
2016 年 3 月 

105 
  高橋啓. 血管炎症候群の病理. 第 80回日本循

環器学会学術集会, 仙台. 2016.3. 
2016 年 3 月 

106 

  大原関利章, 高橋啓. カンジダ細胞壁由来多

糖誘導血管炎における血清サイトカインの検討

―多項目同時測定システムを用いた検討―. 
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「自己

免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成」平成

2016 年 3 月 



（様式１） 
 

法人番号 131069 
プロジェクト番号 S1411015 

 
27 年度事業報告会, 東京. 2016.3. 

107 

  Muraishi Y, Taguchi K, Fujita M, Sasaki T, Yuasa 
Y, Oharaseki T, Yokouchi Y, Enomoto Y, 
Takahashi K, Yoshikawa M. Usefulness of 
morphological examination of fungi in 
noninvasive fungal rhinosinusitis. The 19th 
International Congress of Cytology (ICC2016), 
Kanagawa. 2016.5. 

2016 年 5 月 

108 

  大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 高橋啓. 川
崎病血管炎の臨床病理学的特徴と病原体関連

分子パターン （PAMPs）（シンポジウム）. 第 105
回日本病理学会総会, 仙台. 2016.5. 

2016 年 5 月 

109 

  横内幸, 榎本泰典, 大原関利章, 伊原文恵, 
直江史郎, 高橋啓. 川崎病急性期の心血管病

変に浸潤するマクロファージ形質（第 2 報）. 第
105 回日本病理学会総会, 仙台. 2016.5. 

2016 年 5 月 

110 

  大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 伊原文恵, 
沖祐子, 三浦典子, 大野尚仁, 高橋啓. カンジ

ダ細胞壁由来多糖の経口投与による川崎病類

似血管炎誘発実験、第 2 報. 第 105 回日本病

理学会総会, 仙台. 2016.5. 

2016 年 5 月 

111 

  榎本泰典, 横内幸, 大原関利章, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 伊原文恵, 直江史郎, 高橋啓. 急
性期川崎病リンパ節病変におけるマクロファー

ジ形質に関する病理組織学的検討. 第 105 回

日本病理学会総会, 仙台. 2016.5. 

2016 年 5 月 

112 

  高橋啓, 大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 佐
藤若菜. 川崎病の冠動脈後遺症の今 成人期

の長期予後から再び考える 成人期川崎病冠

状動脈後遺病変における粥状動脈硬化症の関

与（シンポジウム）. 第 119 回 日本小児科学会

学術集会, 北海道. 2016.5. 

2016 年 5 月 

113 

  大熊喜彰, 今中恭子, 吉兼由佳子, 須田憲治, 
武田充人, 佐地勉, 市田蕗子, 高橋啓, 廣江

道昭, 七野浩之. 川崎病急性期において初回

治療の有効性を測定する新規スコアの開発. 第
119 回 日本小児科学会学術集会, 北海道. 
2016.5. 

2016 年 5 月 

114 

  齋藤紀彦, 青木和哉, 平井希, 岩間淳哉, 藤
田聡, 中山晴雄, 林盛人, 大原関利章, 高橋

啓, 岩渕聡. 神経膠芽腫に対するベバシズマ

ブ療法による腫瘍血管正常化作用の検討. 第

2016 年 5 月 



（様式１） 
 

法人番号 131069 
プロジェクト番号 S1411015 

 
34 回日本脳腫瘍病理学会学術集会, 東京. 
2016.5. 

115 

  藤田正志, 村石佳恵, 湯浅瑛介, 田口勝二, 
榎本泰典, 横内幸, 大原関利章, 高橋啓, 吉
川衛. 副鼻腔真菌症におけるグロコット染色法

の検討. 第 57 回 日本臨床細胞学会総会 春

期大会, 横浜. 2016.5. 

2016 年 5 月 

116 

  横内幸, 神農陽子, 大原関利章, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 榎本泰典, 伊原文恵, 直江史郎, 
高橋啓. 超急性期死亡川崎病症例の組織学的

再検討. 第 35 回関東川崎病研究会, 東京. 
2016.6. 

2016 年 6 月 

117 

  横内幸, 榎本泰典, 大原関利章, 伊原文恵, 
直江史郎, 高橋啓. 川崎病急性期の心血管病

変に浸潤するマクロファージ形質. 第 52回日本

小児循環器学会総会, 東京. 2016.7. 

2016 年 7 月 

118 

  大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 高橋啓. 川崎病動脈炎モデルにお

ける TNF-α の関与についての組織学的検討. 
第 1 回東邦大学医療センター大橋病院医学会, 
東京. 2016.7. 

2016 年 7 月 

119 

  大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 石橋健一, 三浦典子, 大野尚仁, 
高橋啓. Candida albicans 細胞壁多糖誘導川崎

病類似血管炎モデルにおけるデクチン 2 の関

与. 第 36 回日本川崎病学会・学術集会, 神奈

川. 2016.9. 

2016 年 9 月 

120 

  榎本泰典, 横内幸, 大原関利章, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 直江史郎, 高橋啓. 急性期川崎病

リンパ節病変における組織球系細胞の免疫組

織学的検討. 第 36 回日本川崎病学会・学術集

会, 神奈川. 2016.9. 

2016 年 9 月 

121 

  大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 石橋健一, 三浦典子, 大野尚仁, 
高橋啓. Candida albicans 細胞壁多糖誘導マウ

ス血管炎の血管炎発症に及ぼすデクチンの役

割. 第 60 回日本医真菌学会総会, 東京. 
2016.10. 

2016 年 10 月 

122 

  大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 石橋健一, 三浦典子, 大野尚仁, 
高橋啓. カンジダ細胞壁多糖誘導マウス系統

的血管炎モデルにおけるデクチン 2 の関与. 第

2016 年 10 月 
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123 

  萬来めぐみ, 髙橋怜奈, 武谷千晶, 小宮山慎

一, 髙橋啓, 久布白兼行. 若年で発症した子

宮平滑筋肉腫の一例. 第 132 回関東連合産科

婦人科学会学術集会, 東京. 2016.11. 

2016 年 11 月 

124 

  湯浅瑛介, 佐々木智子, 村石佳重, 藤田正志, 
榎本泰典, 横内幸, 大原関利章, 高橋啓, 森
脇宏人. 穿刺吸引細胞診で組織型推定に苦慮

した耳下腺腺房細胞癌の 1 例. 第 55 回日本臨

床細胞学会秋期大会, 大分. 2016.11. 

2016 年 11 月 

125 

  大原関利章, 横内幸, 榎本泰典, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 石橋健一, 三浦典子, 大野尚仁, 
高橋啓. カンジダ細胞壁多糖誘導マウス血管

炎に及ぼすデクチンの役割. 第 22 回 MPO 研

究会, 京都. 2016.12. 

2016 年 11 月 

126 

  榎本泰典, 大原関利章, 横内幸, 佐藤若菜, 
竹田幸子, 高橋啓, 林典行, 能戸辰徳, 原英

彦, 石川道郎, 深沢祐之. 骨髄形質細胞腫瘍

を伴った全身性アミロイド―シスの 1 剖検例. 第
16 回世田谷区医師会医学会, 東京. 2016.12. 

2016 年 12 月 

127 

  Oharaseki T, Yokouchi Y, Enomoto Y, Sato W, 
Takeda S, Ishibashi K, Miura N, Ohno N, 
Takahashi K. Dectin-2 is necessary for 
developing experimental vasculitis induced by 
Candida albicans cell wall polysaccharide. The 
18th International Vasculitis & ANCA 
Workshop, Tokyo. 2017.3. 

2017 年 3 月 

128 

  Yokouchi Y, Oharaseki T, Enomoto Y, Sato W, 
Takeda S, Naoe S, Takahashi K. Phenotypic 
characteristics of activated macrophages in the 
vasculitis lesions of acute stage of Kawasaki 
disease. The 18th International Vasculitis & 
ANCA Workshop, Tokyo. 2017.3. 

2017 年 3 月 

129 

炎症性腸疾患にお

ける腸管粘膜免疫

機 能 解 析 ・ 制 御 

(武城班) 

武城 英明 

武城英明：脂肪細胞をもちいた遺伝子細胞治

療, 第 28 回日本小児脂質研究会（特別講演）,
千葉,2014.11 

2014 年 11 月 

130 

  武城英明：シンポジウム「動脈硬化リスクの制圧

に向けたストラテジー」（シンポジウム）．メタボリ

ックシンドローム・肥満症の対策と治療指針．第

15 回動脈硬化教育フォーラム，大阪，2015.2 

2015 年 2 月 

131   Jiang M, Bujo H：Migration modulator LR11, an 2014 年 7 月 
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LDL receptor family member, is a novel target 
molecule for the detection and treatment of 
pathological vascular intimal smooth muscle 
cells. 第 46 回日本動脈硬化学会総会・学術集

会, 東京, 2014.7 

132 

  佐藤俊哉, 村野武義, 武城英明, 北村真,蛭田

啓之, 池宮城慶寛, 太田康：副鼻腔炎組織中

IgE 値は好酸球性副鼻腔炎の診断や重症度の

評価に有用である. 第 61回日本臨床検査医学

会学術集会,福岡,2014.11 

2014 年 11 月 

133 

  寺井謙介, 河井貴行, 村野武義, 姜美子, 徳
山宣, 蛭田啓之, 武城英明：胆道癌及び膵癌

で胆汁中 sLR11 は増加する.  第 61 回日本臨

床検査医学会学術集会,福岡,2014.11 

2014 年 11 月 

134 

  渡部俊之, 根間敏郎, 村野武義, 武城英明：直

接測定法によるＬＤＬコレステロールが総コレス

テロールより高値となった症例. 第 61 回日本臨

床検査医学会学術集会,福岡,2014.11 

2014 年 11 月 

135 

  村野武義，山口崇，沢田正二郎，片桐秀樹，蛭

田啓之，武城英明：リポ蛋白リパーゼ機能異常

LPL243 は基質修復により水解活性が改善する. 
第 61 回日本臨床検査医学会学術集会,福
岡,2014.11 

2014 年 11 月 

136 

  伊藤翔子，根間敏郎，村野武義，武城英明：グ

リコアルブミンとヘモグロビン Alc の乖離要因と

しての eGFR の検査学的意義の検討．第 61 回

日本臨床検査医学会学術集会,福岡,2014.11 

2014 年 11 月 

137 

  Kuroda M, Adriaan G Holleboom, Erik S.G. 
Stroes, Asada S, Aoyagi Y, Kamata K, Yamashita 
S, Ishibashi S, Saito Y, Bujo H：Lipoprotein 
subfractions highly associated with renal damage 
in familial LCAT deficiency. 
MSDA2014.Kyoto,2014.9 

2014 年 9 月 

138 

  Jiang M, Bujo H: LR11, a cell migration 
regulator, is a novel biomarker for pathological 
vascular intimal smooth muscle cells. 
MSDA2014.Kyoto,2014.9 

2014 年 9 月 

139 

  Murano T, Nagayama D, Saiki A, Tatsuno I, 
Shirai K, Bujo H: Apolipoprotein A-V Gly 
185Cys is a possible risk factor for severe 
hypertriglyceridemia in patients with nomal 
circulating lipoprotein lipase protein 

2014 年 9 月 
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140 

リウマチ膠原病にお

けるアディポカイン、

ミッドカイン解析・制

御  

川合 眞一 

Sato H, Muraoka S, Kusunoki N, Kawazoe M, 
Masuoka S, Shindo E, Fujio N, Shikano K, 
Kaburaki M, Tanaka N, Kaneko K, Yamamoto T, 
Hasunuma T, Kawai S： Resistin directly 
stimulates chemokine gene expressions in 
rheumatoid synovial fibroblasts: DNA 
microarray analysis.  European League Against 
Rheumatism (EULAR 2015),  Rome, Italy,  
2015/06 

2015 年 6 月 

141 

  Fujio N, Muraoka S, Shikano K, Kaburaki M, 
Kawazoe M, Shindo E, Sato H, Masuoka S, 
Tanaka N, Kaneko K, Yamamoto T, Kusunoki N, 
Hasunuma T, Kawai S： Suppression of adrenal 
function is obvious when compared to that of 
pituitary function in patients with systemic 
autoimmune diseases after glucocorticoid 
therapy.  European League Against 
Rheumatism (EULAR 2015),  Rome, Italy,  
2015/06 

2015 年 6 月 

142 

  Kawai S： Low molecular weight 
immunosuppressant therapy of autoimmune 
diseases.  12th World Congress on 
Inflammation,  Boston, USA,  2015/08 

2015 年 8 月 

143 

  藤尾夏樹, 増岡正太郎, 川添麻衣, 進藤恵実

子, 佐藤洋志, 鹿野孝太郎,鏑木 誠, 村岡 

成, 田中菜穂子, 金子開知, 山本竜大, 楠 夏

子, 蓮沼智子, 川合眞一： リウマチ性疾患にお

けるステロイドによる下垂体－副腎機能抑制の

乖離に関する検討.  第 59 回日本リウマチ学会

総会・学術集会,  名古屋,  2015/04 

2015 年 4 月 

144 

  鏑木 誠, 増岡正太郎, 進藤恵実子, 川添麻

衣, 佐藤洋志, 鹿野孝太郎, 藤尾夏樹, 村岡 

成, 田中菜穂子, 金子開知, 山本竜大, 高木

賢治, 蓮沼智子, 川合眞一： 関節リウマチに対

するセルトリズマブペゴルの非ローディング症例

の検討.  第 59 回日本リウマチ学会総会・学術

集会,  名古屋,  2015/04 

2015 年 4 月 

145 

  増岡正太郎, 田中菜穂子, 楠 夏子, 山本竜

大, 金子開知, 村岡 成, 鏑木 誠, 鹿野孝太

郎, 藤尾夏樹, 佐藤洋志, 川添麻衣, 進藤恵

実子, 高木賢治, 蓮沼智子, 川合眞一： 膠原

2015 年 4 月 
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関与と長期ステロイド療法の影響.  第 59 回日

本リウマチ学会総会・学術集会,  名古屋,  
2015/04 

146 

  川添麻衣, 金子開知, 鹿野孝太郎, 増岡正太

郎, 佐藤洋志, 進藤恵実子, 藤尾夏樹, 鏑木 

誠, 村岡 成, 田中菜穂子, 山本竜大, 楠 夏

子, 蓮沼智子, 川合眞一： ステロイド治療にお

ける Wnt/β-catenin 経路の臨床的意義.  第 59
回日本リウマチ学会総会・学術集会,  名古屋,  
2015/04 

2015 年 4 月 
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  川合眞一： 関節リウマチの実診療におけるメトト

レキサートの使い方 ABC.  第 59 回日本リウマ

チ学会総会・学術集会,  名古屋,  2015/04 
2015 年 4 月 
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  進藤恵実子, 蓮沼智子, 楠 夏子, 増岡正太

郎, 川添麻衣, 佐藤洋志, 藤尾夏樹, 鹿野孝

太郎, 鏑木 誠, 村岡 成, 山本竜大, 金子開

知, 高木賢治, 川合眞一： 関節リウマチ患者滑

膜におけるミッドカインの意義.  第 59 回日本リ

ウマチ学会総会・学術集会,  名古屋,  
2015/04 

2015 年 4 月 

149 

  鹿野孝太郎, 金子開知, 川添麻衣, 増岡正太

郎, 佐藤洋志, 進藤恵実子, 藤尾夏樹, 鏑木 

誠, 村岡 成, 田中菜穂子, 山本竜大, 蓮沼智

子, 川合眞一： リウマチ性疾患患者におけるデ

ノスマブの有用性に関する研究.  第 59 回日本

リウマチ学会総会・学術集会,  名古屋,  
2015/04 

2015 年 4 月 

150 

  山本竜大, 増岡正太郎, 川添麻衣, 進藤恵実

子, 佐藤洋志, 藤尾夏樹, 鹿野孝太郎, 村岡 

成, 鏑木 誠, 田中菜穂子, 金子開知, 楠 夏

子, 高木賢治, 蓮沼智子, 川合眞一： 
folypolyglutamate synthase の遺伝子多型は、関

節リウマチ患者における細胞内メトトレキサート

ポリグリタメート濃度の主要な規定因子である.  
第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会,  名
古屋,  2015/04 

2015 年 4 月 

151 

  佐藤洋志, 村岡 成, 増岡正太郎, 川添麻衣, 
進藤恵実子, 藤尾夏樹, 鹿野孝太郎, 鏑木 

誠, 田中菜穂子, 金子開知, 山本竜大, 楠 夏

子, 蓮沼智子, 川合眞一： 関節リウマチ患者滑

膜におけるレジスチン刺激による網羅的遺伝子

2015 年 4 月 
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発現解析.  第 59 回日本リウマチ学会総会・学

術集会,  名古屋,  2015/04 
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  佐々木翔一, 金子開知, 川合眞一： ステロイド

とリツキシマブにより透析離脱した顕微鏡的多

発血管炎の 2 例.  第 59 回日本リウマチ学会総

会・学術集会,  名古屋,  2015/04 

2015 年 4 月 
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  田中菜穂子, 増岡正太郎, 川合眞一： 膠原病

疾患における動脈硬化性病変とステロイド療法

の影響.  第 112 回日本内科学会総会,  京都,  
2015/04 

2015 年 4 月 
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  川合眞一： 膠原病治療におけるステロイドの使

い方.  第 112 回日本内科学会総会,  京都,  
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2015 年 4 月 
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  増岡正太郎, 佐藤洋志, 山田壯一, 川添麻衣, 
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誠, 村岡 成, 金子開知, 田中菜穂子, 山本竜

大, 蓮沼智子, 川合眞一： SLE に横静脈洞血

栓症を合併した 2 症例の検討.  第 56 回関東リ

ウマチ研究会,  東京,  2015/06 

2015 年 6 月 
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  古谷健太, 中嶋 均, 佐々木陽典, 佐藤高弘, 
福井悠人, 河越尚幸, 貴島 祥, 前田 正, 石
井孝政, 渡邉利泰, 宮崎泰斗, 原 規子, 本田

善子, 財 裕明, 島田長人, 吉澤定子, 石河 

晃, 川合真一, 瓜田純久： ノルウェー疥癬の経

験.  第26回日本臨床寄生虫学会大会,  宇都

宮,  2015/06 

2015 年 6 月 

157 

  楠 夏子, 高松 諒, 川合眞一： iPS 細胞由来

血管内皮細胞のプロスタグランジン産生に関す

る研究.  第 36 回日本炎症・再生医学会,  東
京,  2015/07 

2015 年 7 月 

158 
  川合眞一： 炎症とアディポカイン.  第 36 回日

本炎症・再生医学会,  東京,  2015/07 
2015 年 7 月 

159 

  川合眞一： 合成抗リウマチ薬の安全使用のた

めに.  第 27 年度リウマチケア専門職制度研修

会,  東京,  2015/08 
2015 年 8 月 

160 

  川合眞一： 関節リウマチ診療におけるバイオシ

ミラーの臨床的評価と意義.  第 50 回九州リウ

マチ学会,  鹿児島,  2015/09 
2015 年 9 月 
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  佐藤洋志, 増岡正太郎, 山田壯一, 進藤恵実

子, 川添麻衣, 鹿野孝太郎, 藤尾夏樹, 鏑木 

誠, 村岡 成, 金子開知, 田中菜穂子, 山本竜

大, 南木敏宏, 川合眞一： 横静脈洞血栓症を

2015 年 10 月 
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合併した全身性エリテマトーデス 2 症例の検討.  
第 43 回日本臨床免疫学会,  神戸,  2015/10 
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  山田壯一, 村岡 成, 鹿野孝太郎, 増岡正太

郎, 川添麻衣, 進藤恵実子, 藤尾夏樹, 佐藤

洋志, 田中菜穂子, 金子開知, 南木敏宏, 川
合眞一： リツキシマブにて完解した劇症型抗リ

ン脂質抗体症候群(CAPS)の 1 例.  第 26 回日

本リウマチ学会関東支部学術集会,  栃木,  
2015/12 

2015 年 12 月 
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  川合眞一： 公知申請制度による適応外医薬品

の承認：我が国の歴史と現状.  第 89 回日本薬

理学会年会,  横浜,  2016/03 
2016 年 3 月 
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  川合眞一： 自己免疫疾患に対する薬剤開発に

おける臨床薬理学の意義.  第 89 回日本薬理

学会年会,  横浜,  2016/03 
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自己免疫性水疱症

における自己反応

性 B 細胞機能解

析・制御 (石河班) 

石河 晃 

Yoshida K , Ishii K , Shimizu A , Yokouchi M , 
Stanley JR , and Ishiko A: Combination of 
pemphigus foliaceus IgG monoclonal antibodies 
(mAbs) promotes desmoglein 1 clustering. 2014 
Annual Meeting of the Society for Investigative 
Dermatology, Albuquerque, New Mexico, 
2014.5.9 

2014 年 5 月 
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伊藤 崇，石井 健，大橋則夫，陳 怡如，江野

澤佳代，石河 晃：経過中に疱疹状天疱瘡の皮

疹をみた落葉状天疱瘡の 1 例.第 855 回日本皮

膚科学会東京地方会，東京，2014.7.12 

2014 年 7 月 
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  田中博子，吉田憲司，根岸亜津佐，石井 健，

石河 晃，江藤宏光（北里大），佐々木貴史，久

保亮治（慶大）：Dowling-Meara 型単純型表皮

水疱症の１例．第 856 回日本皮膚科学会東京

地方会，東京，2014.9.20 

2014 年 9 月 
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  吉田憲司，石井 健，田中博子，伊藤 崇，臼

井真理子，栗川幸子（大田区），石河 晃：脱毛

を生じた落葉状天疱瘡の 1 例．第 36 回水疱症

研究会，東京，2014.10.19 

2014 年 10 月 
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  田中博子，漆畑真理，馬場加那子，石井 健，
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底に生じた punctate porokeratotic keratoderma
の 1例．第 65回日本皮膚科学会西部支部学術

大会, 高松, 2014.11.8（発表） 

2014 年 11 月 
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  Yoshida K , Ishii K , Shimizu A , Yokouchi M , 

Amagai M ,Stanley JR , and Ishiko A: A 
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combination of pemphigus foliaceus IgG 
monoclonal antibodies promotes desmoglein 1 
clustering which induces synergistic pathogenic 
effect. The 39th Annual Meeting of the Japanese 
Society for Investigative Dermatology，大阪，

2014.12.13 

171 

  Yoshida K, Ishii K, Shimizu A, Ishiko A ：
Anti-desmoglein 1 monoclonal antibody induces 
desmosome morphology change in the basal and 
spinous layers．42nd Annual Meeting of Society 
for Cutaneous  Ultrastructure Research，
MANNHEIM, Germany，2015.3.13 

2015 年 3 月 
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  吉田憲司，石井 健，田中博子，伊藤 崇，臼井

真理，石河 晃：落葉状天疱瘡患者に生じた脱

毛発症機序の解析．第 114 回日本皮膚科学会

総会, 横浜, 2015,5.30 

2015 年 5 月 
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  漆畑真理，石井 健，石河 晃：結節型天疱瘡の

3 例．第 37 回水疱症研究会，福島，2015.9.26 
2015 年 9 月 
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  Yoshida K , Ishii K , Shimizu A , Yokouchi M , 
Amagai M ,John R.Stanley , Ishiko A：p38 
MAPK signaling is necessary for desmoglein 1 
clustering and enhances pathogenic effect,but is 
not required for blistering in pemphigus 
foliaceus. 45th Annual ESDR Meeting, 
Rotterdam, The Netherlands,2015.9.9-12 

2015 年 9 月 
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  Aoyama Y , Kamiya K ,Yamasaki O , Ishii K, 
Kmata A , Yamagami J , Tokura Y , Iwatuki K：

Epitope reduction of anti-desmoglein 1 
autoantibodies in pemphigus foliaceus patients 
sera during clinical stages.40 th Annual Meeting 
of Japanese Society for lnvestigative 
Dermatology, Okayama, 2015.12, 11-12 

2015 年 12 月 

176 
  石河 晃：教育講演.水疱を形成する疾患. 第

115 回日本皮膚科学会総会. 京都.2016.6.4 
2016 年 4 月 

 

  馬場加那子，関東裕美，石川裕子，吉田憲司，

釖持孝博（新生児），荻原佐江子（新生児），小

原宏哉，三井純雪，石河 晃：Dowling Meara型
単純型表皮水疱症の 1 例．第 43 回皮膚かたち

研究学会学術大会，東京，2016.6.19 

2016 年 6 月 

177 

  Yoshida K , Ishii K , Shimizu A , Yokouchi M , 
Amagai M ,John R.Stanley , Ishiko A：Polyclonal 
nature of pemphigus foliaceus IgG antibodies 

2016 年 9 月 
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enhances pathogenic effect for blister formation 
in association with p38MAPK-dependent 
desmoglein 1 clustering. Pathogenesis of 
pemphigus and pemhigoid 2016 the open 
blister/mind meeting, Munich, Germany,2016.9 

178 

  石河晃：ランチョンセミナー 天疱瘡の病理学的

解析による水疱発症機序の検討の検討. 埼玉.
第 38 回水疱症研究会.2016.11.27 

2016 年 11 月 

179 

  漆畑真理，石井 健，布井春佳，橋本由起，石

井文人（久留米大），橋本 隆（同皮膚細胞生物

学研究），石河 晃：乾癬に生じた抗ラミニン α3
抗体陽性の表皮下水疱症の 1例．第 38回水疱

症研究会，埼玉，2016.11.27 

2016 年 11 月 

180 

  Yoshida K , Ishii K , Shimizu A , Yokouchi M , 
Amagai M ,John R.Stanley , Ishiko A：

p38MAPK contributes to loss of cell adhesion 
through clustering of desmoglein 1 but is not 
required for blistering in pemphigus 
foliaceus .The 41st Annual Meeting of the 
Japanese Society for Investigative Dermatology, 
Sendai, 2016.12.9 

2016 年 12 月 
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第 1 回： 
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』 
平成 26 年度事業報告会： 平成 27 年 3 月 25 日、東京 
1．SATB1 遺伝子欠損による自己免疫疾患発症機構 

田中ゆり子、近藤元就(免疫学講座) 
2．アレルギー疾患小児における好中球機能解析 

遊佐貴司、宮崎修一(先端医科学研究センター) 
3．カンジダ菌体由来抽出物によるマウス系統的血管炎発症における TNF-α の関与 

大原関利章、髙橋 啓(病院病理学講座 (大橋)) 
4．病的細胞バイオマーカーによる自己免疫疾患細胞病態の解明 

武城英明(臨床検査医学講座(佐倉))、 
鈴木康夫(内科学講座消化器内科学分野(佐倉)) 

5．詳細な自己抗体解析による自己免疫性水疱症の病態解明 
石井 健、吉田 憲司、石河 晃(皮膚科学講座(大森)) 

6．関節リウマチの病態とミッドカイン 
川合 眞一, 進藤恵実子、楠 夏子、蓮沼智子(内科学講座膠原病学分野(大森)) 
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第 2 回： 
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』 
平成 27 年度事業報告会： 平成 28 年 3 月 25 日、東京 
1. 自己免疫マウスにおけるEAE不応答性機構の解明 
桑原 卓、近藤 元就 (免疫学講座) 

2. アレルギー誘発要因の１つである微生物に対する自然免疫応答  
－ウイルスまたは細菌による感染症における解析－ 

遊佐 貴司、宮﨑 修一 (先端医科学研究センター) 
3. カンジダ細胞壁由来多糖誘導血管炎における血清サイトカインの検討  

－多項目同時測定システムを用いた検討－ 
大原関 利章、高橋 啓 (病院病理学講座(大橋)) 

4. 病的細胞バイオマーカーによる自己免疫疾患細胞病態の解明 
武城 英明1, 鈴木康夫2 (臨床検査医学講座(佐倉)1, 内科学講座消化器内科学分野(佐
倉)2 

5. 抗デスモグレイン1モノクローナル抗体を用いた落葉状天疱瘡の水疱形成機序の解析 
吉田 憲司、 石井 健、 石河 晃 (皮膚科学講座(大森)) 

6. ステロイド治療による骨形成抑制作用に関わるWnt シグナルの関与 
川添 麻衣, 鹿野 孝太郎, 金子 開知, 川合 眞一 (内科学講座膠原病学分野) 

 
第 3 回： 
私立大学戦略的研究基盤形成支援事業『自己免疫疾患の制御をめざす研究拠点形成』 
平成 28 年度事業報告会： 平成 29 年 3 月 23 日、東京 

1. バイオマーカーによる細胞病態診断の可能性 
寺井謙介１）、武城英明２）、蛭田啓之１）、鈴木康夫３）（病理学講座（佐倉）１）、臨床検査医学講

座（佐倉）２）、内科学講座消化器内科学分野（佐倉）３）） 
2. SATB1遺伝子欠損マウスにおける一次性シェーグレン症候群発症機構の解析 

田中ゆり子、近藤元就(免疫学講座) 
3. 慢性臓器障害の間質線維化を抑制するmicroRNAの探索と機能解析 

赤坂 喜清(先端医科学研究センター 推進研究部門 組織修復・病態制御学室) 
4. カンジダ細胞壁由来多糖誘導マウス系統的血管炎における自然免疫受容体の関与 

大原関利章、高橋 啓(病院病理学講座 (大橋)) 
5. 詳細な自己抗体解析による天疱瘡の水疱形成機序の解析 

石井 健、吉田 憲司、石河 晃(皮膚科学講座(大森) 
6. 自己免疫疾患に対するステロイド療法と見かけの副腎抑制 

川合眞一・藤尾夏樹・増岡正太郎・鹿野孝太郎・楠 夏子・南木敏宏 
 (内科学講座膠原病学分野) 
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 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 
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１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

㎡ 14
㎡ 43
㎡ 15
㎡ 8

大橋・総合研究部 20 ㎡ 1
佐倉・総合研究部 56 ㎡ 1

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

- -
H26 ３０人/週 - -

３０人/週

免疫学講座 S47 272 28 人/週 34,000 -

1,510 200 人/週 - -
52,866 -614 200 人/週

131069

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額

施 設

施 設

装 置

研究費

平
成
2
8
年
度

平
成
2
6
年
度

法人番号

私　学
助　成

設 備

平
成
2
7
年
度

設 備

事業経費施　設　の　名　称

設 備

法　人
負　担

総合研究部実験センター H16

装 置

施 設

施 設

装 置

0

0

装 置

100 人/週

研究費

設 備

研究費

研究室等数 使用者数

総

額

総 計

0

研究基盤センター H21 450

H3

147,000 73,500
実験動物センター S57

20,006

0

10,006

0

73,000

93,596

20,013

102,000

0

57,419 44,581

10,013 10,000

35,850 57,746

0

10,029 10,000

0

98,713 76,287 0 0 0 0

0 0 0

0 00 0

0 00

20,029

0

0

0

30,048 30,000

35,850 57,746

164,611 164,033

補助金額整備年度

175,000

93,596

60,048

328,644

0 0 0 0

研究施設面積

10,000

31,706

S1411015

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

41,294

補助主体



（様式1）

131069
プロジェクト番号

法人番号
S1411015

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
h
ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

8760

8,964250

11,628 私学助成

250
26,352 16,259

8760

31,706 私学助成

4台 8760

8760

私学助成

8760

１台

2台

8760

6台
１台

１台

LH-13（新晃工業）

LH-9（新晃工業）

実験動物飼育用特殊空調装置 H26.
UWXY1180D（ﾀﾞｲｷﾝ工業）

H27.
CMF-3-№4-SOB-B（ﾃﾗﾙ）

26

（研究設備）

レーザースキャン顕微鏡 H26.

年　　　度

実験動物飼育用清浄
空気調和装置

（研究装置）

（情報処理関係設備）

計

整備年度

H26.

凍結超薄切片作成システム 

MesoQuickPlexマルチイムノ

アッセイシステム

島津質量分析システム

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
198

教育研究経費支出

計

研究支援推進経費

H26.

（雑費他）
報酬・委託料

Amersham Imager 600

小  科  目

59

消　耗　品　費

図　　　　書

240

通信運搬費
印刷製本費

光　熱　水　費

51

事業経費 補助金額

CLF-3-№2-RS-B（ﾃﾗﾙ）

LH-13（新晃工業）

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

LH-8（新晃工業） １台 8760

73,000

9,05014,668

102,000 44,581

1台 250

カールツァイス 共焦点 H26. LSM700 1台 150

1台
24,764 15,279

H26. 5,530
H26. LCMS-8040 1台

研究用試薬他

100

8,888 8,888 液体窒素、炭酸ガス、マウス、リロードチップ、細胞株、文具類

日本環境感染学会
英文校正、和英翻訳

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

支　出　額

研究者学会出張費
198

51
試薬送料他

主　な　使　途

標本配送料、マウス搬送費

金　　額

0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

9,677

計

リサーチ・アシスタント

委託費用他

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

9,536

別刷代

時給　1,300円，年間時間数約300時間

その他諸経費

100

59
別刷代

私学助成

私学助成

計

超低温槽、インキュベーター、高純水装置、冷凍庫教育研究用機器備品 9,677

実人数　２人

積　　算　　内　　訳

ポスト・ドクター

800

800 時給　1,200円，年間時間数約300時間800

EM-UC7+EMFC

私学助成

私学助成

補助主体

1台 150 18,848

備品修理、諸会費、雑費　他240

9,677
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